


【国保】 
 

D-613 グロブリンクラス別クラミジア・トラコマチス抗体（子宮頸管炎）の

算定について 

 

《令和 8 年 5 月 28 日新規》 

 

○ 取扱い 

 クラミジア子宮頸管炎に対する D012「45」グロブリンクラス別クラミ

ジア・トラコマチス抗体の算定は、クラミジア・トラコマチス抗原検出不

能患者に実施した場合を除き、原則として認められない。 

 

○ 取扱いの根拠 

 グロブリンクラス別クラミジア・トラコマチス抗体検査は、血液を検体

として実施される抗体検査である。 

 一方で、クラミジア子宮頸管炎は、頸管粘液を検体として抗原検査を実

施することで診断が可能である。 

 以上のことから、クラミジア子宮頸管炎に対する D012「45」グロブリ

ンクラス別クラミジア・トラコマチス抗体の算定は、クラミジア・トラコ

マチス抗原検出不能患者に実施した場合を除き、原則として認められない

と判断した。 

 


